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米国サザン電力ボーグル原子力発電所建設運転許可の承認について 

 

本日、当社は米国サザン電力ボーグル原子力発電所建設運転許可の承認について添付のとおり 

発表しましたのでお知らせいたします。 

 

 

以 上 



 
２０１２－２－１０ 

株式会社 東芝 
 

米国サザン電力ボーグル原子力発電所建設運転許可の承認について 
－ウェスチングハウス社がＡＰ１０００®を建設－ 

 
米国の電力会社であるサザン電力は、ボーグル原子力発電所３・４号機として当社グループ会

社であるウェスチングハウス社（以下、ＷＥＣ）による新型加圧水型原子炉「ＡＰ１０００®」

を建設する為の建設運転一括許可を米国原子力規制委員会（Nuclear Regulatory Commission 以

下ＮＲＣ）が承認したと発表しました。米国における新規原子力発電所の建設は、１９７８年

１月のシアロンハリス１号機以来３４年ぶり注１となります。 
 
 ＡＰ１０００®は、ウェスチングハウス社が開発した最新型の加圧水型原子炉（ＰＷＲ）で、

外部動力を使用しない静的安全設計を採用しています。ＮＲＣ内の専門調査チームが東京電力福

島第一原子力発電所事故を受けた原子炉の安全性強化に向けた提言を出している状況下におい

ても、昨年末にＮＲＣから付帯条件なしに設計認証を取得しました。現在、中国において４基が

建設中で、今回が米国での初の建設となります。なお、米国においては、電力事業者よりＮＲＣ

に対して２８基注２の原子力発電所の建設運転一括許可が申請されていますが、その内１４基はＡ

Ｐ１０００®で、ＷＥＣは６基分のＥＰＣ注３（Engineering Procurement and Construction）契

約を締結済みです。 
 
 原子力発電は、エネルギーセキュリティおよびＣＯ２削減の観点から、必要不可欠なエネルギーと

して各国における継続した需要が予想されます。当社グループは、国際的な安全評価及び設備基準

の見直し等に対する協力を行い、新設プラント設計及び既設プラント改良に反映し、安全性のさ

らなる向上に向けて不断の取り組みを行っていきます。 

 

注１：建設中断後、建設再開した案件を除く 

注２：審査中断中を含む 
注３：ＥＰＣ（Engineering Procurement and Construction）契約：設計（Engineering）、調達（Procurement）、建設（Construction）  
  
  を含む、建設プロジェクト全体の一括契約 
 
 
 

以上 


